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3. 研 究 種 目 名    挑戦的萌芽研究     4. 研究期間      平 成 21 年 度  ～  平 成 22 年 度 
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7. 研 究 代 表 者 
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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究では特定少数の神経細胞に対し選択的に光感受性チャネル蛋白質をレンチウイル

スベクターを利用し導入することにより、大脳皮質体性感覚野および聴覚野、視覚野に

おける情報処理、特にイリュージョン（錯覚）を生理、行動学的に明らかにし、動物個

体が特定の行動を示しているときの神経局所回路がどのような情報を処理しているのか

について検討する。 

現在までのところ、齧歯類、特にバイオリソースの豊富なマウスに対して視覚弁別課題

を負荷し、刺激の有無が弁別できるように訓練を行えた。今後はタッチパネルを利用し

、強化子との随伴性を強くすることによって、より詳細な弁別課題を行い、主観的輪郭

像の視覚認知に関連した神経回路の同定を目指す。 

一方で、光感受性タンパク質をコードするウイルスベクター、トランスジェニック動物

の作成にも着手しており、来年度の早い段階での完成を目指す。           
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（0）件  うち査読付論文 計（0）件 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁
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発 表 者 名 発  表  標  題 
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 〔図 書〕 計（0）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（0）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（0）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


